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原子炉中性子施設JRR-3におけるパリ-エジンバラセルを用いた国内初の高圧下粉末
回折実験

The first experiment for high-P powder diffraction using Paris-Edinburgh cells on JRR-3
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パリ―エジンバラ (PE)セルを用いた中性子回折実験は国内でもわずかに例がある [1] が、これまで中性子強度の弱さ
から本格的な利用はされてこなかった。日本独自の中性子回折用高圧セルの開発と平行して、PEセルの本格利用を検討
することは有意義であるとの視点から、我々は PEセルを原子炉中性子施設 JRR-3内にある高分解能粉末回折装置HRPD
に導入し、高圧下中性子粉末回折実験を行った。これは原子炉中性子源を用いた高圧下粉末回折実験としては国内初の
試みである。本報では、その結果を簡単に報告したい。
本実験では、限られたビームタイムで効率よく回折強度の評価が行えるよう、散乱長が大きく吸収の小さい Pb(Nilaco

Co., 99.9999%小片)を試料として用いた。HRPDは単色化された中性子ビームを用いる角度分散型粉末回折装置である
ため、PEセルは中性子が加圧軸に対し垂直方向から入射するように配置した。このときアンビルからの散乱を防ぐため、
中性子に対する吸収の大きい cBNアンビルを文献 [2]の図面に従って新たに製作した。この cBNアンビルを使用した場
合、上下アンビルの間にあるφ 6mm、h 0.5-1.5mm（圧力によって縮小）の試料からの回折線を測定することになる。ガ
スケットには弾性散乱の生じない Ti-Zr合金を用いた。また PEセルにおいて一般的に使用されているWCアンビルを用
いた回折実験も比較のために行った。

cBNアンビルを使用した場合、Pbの最強線である 111回折線の強度は、常圧下で 250カウント/時、30トン荷重時で、
80カウント/時であった。なお、バックグラウンドの強度は常圧下で 10カウント/時であったのに対し 30トン荷重時で
は 1カウント/時程度であり、高圧下で顕著なバックグランドの減少が見られた。これはアンビルギャップの縮小にとも
なって、入射中性子線が cBNアンビルによって遮蔽されバックグラウンドとなる空気からの散乱が抑えられたためと考
えられる。得られた格子定数変化から、30トン荷重時の試料室の圧力は 2.9(1)GPaと求められた。この圧力効率は従来
のWCアンビルのそれ [2] とほぼ同じである。今回得られた実験結果は、今後の国内でのＰＥセル利用における重要な
基礎データとなろう。
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